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2017年（平成29年） 9月25日発行

人口と世帯数
9月1日現在　（　）は前月比

人口　79,357 人（－ 22人 )　　男　38,313 人 （－ 21人）　女　41,044 人（ー 1人）　世帯数　33,695 世帯（＋ 25世帯）

2……知事と市長の1対1対談　4……第47回市民文化祭　
5……体育・健康フェスタ2017　6……保育所などの児童募集
7……乳幼児のインフルエンザ予防接種補助　8……隠街道市
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　とれたて名張交流館では、生産者が会員となり、地元の野菜や、
特産品、お米、地酒、福祉施設商品などを販売し、高齢者や障
害者の活躍の場にもなっている施設です。
　野菜には、生産者の名前が記してあるだけでなく、他では見
かけない珍しい野菜には、おいしい食べ方や調理方法などを掲
示しているなど、生産者との距離が近いのがとれたて名張交流
館の特徴です。
　地域の皆さんに支えられ
5年間やってきました。こ
れからは、お客さんと生産
者が交流できるような機会
を作り、より一層親しまれ
るよう目指していきます。

　シルバー農園では、シルバー人材センター
に登録された会員 17人で、休耕地を活用し
て、野菜の栽培をしています。
　栽培にあたっては、その日にどのような肥料を与えたかなど記録を
付けて品質管理をしています。収穫した農作物は、ほぼ当日に出荷し

ているので新鮮です。
　今は、普通のほうれん草より作ることが難
しい「ちぢみほうれん草」づくりに挑戦して
います。ほうれん草と比べて、うまみや甘み
が全然違うんですよ。10 月末に出荷する予定
ですので、皆さん、ぜひ食べてみてください。

シルバー農園

　サンフラワーは、障害を持つ人たちの就労支
援施設です。とれたて名張交流館へは、パンや
クッキーなど週 3回ぐらい出荷しています。
　お客さんのご意見に応じて、食べやすい大きさに変えるなど、より
よい商品を販売するため、皆で改良を重ねています。

　商品はすべて手づくりで、添加物をほとん
ど使っていないので、安心・安全です。繰り
返し買って下さるお客さんがいるのも私たち
には励みになっています。
　これからも皆さんに喜ばれる商品づくりを
していきたいです。

施設長  関谷 文
ふみ

さん

■ 期間中ポイント2倍！
　1,000円以上のお買い物でポイント2倍
　また、1000円未満でも1ポイント進呈
■ 伊賀米コシヒカリ（300g）プレゼント
　期間中、1,000円以上お買い上げいただいた人、先着500人
に伊賀米コシヒカリをプレゼント（なくなり次第終了）

■ 生産会員による対面販売
■ スーパーボールすくい　
 　日時　10月15日日 午前10時～午後3時　1回100円

期間 10 13月 日金～ 18日水
お客様 50万人突破記念フェアを開催！

とれたて名張交流館

皆で新しい野菜作りに挑戦しています。

とれたて名張交流館
店長  宇

う と

都 圭一 さん

お客さんと生産者の距離が
近いのが特徴です

サンフラワー名張ファクトリー（滝之原）

よりよい商品を販売するため、
皆で改良を重ねています。

  とれたて名張交流館　  62‐1755

永井 陽一さん

お客様50万人突破！

　地場産品の販売や地域福祉の交流の場であるとれたて名張
交流館（愛称：とれなば）は、平成 24年 8月のオープンか
ら 5年が経ち、これまで 50万人を超えるお客様にご利用い
ただいています。
　今号では、とれたて名張交流館と販売している商品の魅力
について、店長や生産者にお話を伺いました。


